
 

 

 
               

パーソナリティ 

さくら（安本久美子） 

タロウ（佃 由晃） 

なかちゃん（中嶋邦弘） 

 

コアラさんの地域瓦版 

アコちゃん（三木文子） 

    

“いまから放送” 

 

 

 

 

◎一人暮らしでも安心な「コレクティブハウス・悠遊館」を扱っておられる北

（078-958-6226）のご協力でお送りしました。 

◎JR兵庫駅山側すぐの神戸ルミナスホテルさま（電話：078-511-7700 ）のご

 

１．オープニング 

 先週土、日曜日の三国志まつりは今年で3回目になり、回を重ねるうちに温か

たよいお祭りであった。据付中の鉄人は塗装作業に入り囲いが出来るので建設中

世界陸上でマラソンの尾崎選手は銀メダル、槍投げの村上選手は銅メダル、ま

福見さん、上野さん姉妹が金メダルを獲得、女子の活躍が素晴らしい。 

明日は衆議院の選挙日、日本の将来を考えて投票にいきましょう。 

 

２．ゲストコーナ：玉田さかえさん 

 兵庫高校卒業生（61陽会）のシャンソン歌手玉田さかえさんをお迎えしました

でソフトボール部でキャッチャーをしていた。このため大きな声が出るようにな

で金メダルを獲得したときは興奮して見ていた。戦績としては神戸市で3位にな

校のソフトボール部は珍しかった。当時は音楽関係のクラブには入っていなかっ

きであった。シャンソンに特に興味があったわけではなかったので自分が歌手に

た。 

  

 シャンソン歌手になったきっかけは、三宮で喫茶店をやっていた頃、東京に進

人に会いに行ったとき、「銀パリ」というシャンソンのライブハウスで生の歌を

いくらい涙がこぼれとても感動した。その後仕事をしながらシャンソンを聞きに

人の曲を聞いて覚え歌い始めたのがきっかけで、大阪のシャンソニエのジルベー

ーディションを受け、合格するとその店で歌ってもよいということでデビューし

回目は面白いからまたいらっしゃいといわれ、2回目に合格した。今年はデビュ

イベントを考えたい。20周年は芦屋のルナホールで同級生やその方の職場の仲

ど多くの応援をしてもらった。 

 

 ここで1曲目「聞かせてよ愛の言葉を」を聴く。 
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 シャンソンはフランス語で「歌」という意味。甘い恋の歌、社会的内容の歌、フランス国歌「マルセイ

エーズ」、反戦歌などがあるが、もともとシャンソンは詩があってそれに曲がついたものが多く物語性があ

る。人生の機微、人生の悲しみ、苦しみなどの生活感のある歌などさまざまである。日本で言えば演歌、

民謡、都々逸（どどいつ）にあたる。今歌っている曲で古いものは200年以上前になる。フランス革命の

歌、パルチザンの歌などがある。 

  

フランス語はきちっと勉強したわけでもなく、発音もたどたどしいと思っている。原曲をフランス語で

聞くが歌う場合はその曲を日本語になおし歌っている。フランスのニュアンスをかもし出すためにフラン

ス語をまじえている。日本語の自分の言葉で歌っている。アコちゃんがステージを見た感想としては、女

優さんが一人芝居を公演するが、その一人芝居の短編の集まりのような印象が玉田さんにはある。音楽ホ

ールやライブハウスで背景は変わらないが歌によって青空が見えたり、薄暗い部屋の中に男女がいるよう

に見えたり、タバコが出てくる歌では煙が見えるような気がするので、玉田さんの歌は日本語で歌う価値

があり、日本語の美しさが加わったものであった。一つの歌にドラマがあるので、聞く人は自分の人生に

重ね色んな聞き方をしているので青空が見えたり思い浮かべたりしていると思う。聞く人の琴線に触れる

と感動が生まれ、涙が出たりすると思う。推奨する歌手としてはイブモンタン、アズナブール、エディッ

トピアフ、リシェヌドリルなど、また日頃シャンソンとしてわからずにＣＭなどで流れている曲もある。 

 活動の中心は神戸では岡本、大阪、京都のライブハウスのシャンソニエに出演している。また自分で企

画したコンサート、同級生が協会の事務を担当していることから盲導犬育成のチャリティコンサートなど

にも出演している。 

 

 ここで2曲目「地下鉄の切符切り」を聴く。 

 

 演奏会の予定としては、レギュラーライブとして9月27日（日）、10月11日（日）のＪＲ摂津本山駅

西側のサンジャンにおいて、盲導犬育成チャリティコンサートは9月12日（土）に京都府立文化芸術会館、

ソロ・ライブが10月17日（土）武庫之荘駅南側のＭクワトロ、12月6日（日）神戸酒心館ホールにおい

て予定されている。詳細は玉田さかえ音楽事務所にお問い合わせください。 

 

3．次回（9月26日）の予定 

 来月は播州三木の大宮八幡宮の秋まつりについて河原さんのお話を伺います。 

 

 

 

番組に対するご意見、ご感想はこちらまで：buyou49@nifmail.jp 
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